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大きな物から小さな物まで
　毎日の生活や、生産活動に欠かせない電力。
特に、東京のような大消費地では、遠くの大規
模な発電所から、高圧送電線によって供給され
る電力に頼っています。発電所から送り出される
電力は、鉄塔に張り巡らされた高電圧ケーブル
で都市まで送られ、変電所を経て工場や家庭で
利用できるように降圧、分配され、利用者に届け
られます。
　この、発電所から利用者までの間をつなぐ、
送電設備を造っているのが、那須電機鉄工株式
会社です。送電設備といってもさまざまで、高圧
送電線を支える、高さ120m総重量900トンの
国内最大級の鉄塔から、街中の電柱に取り付け
られている数十グラムのボルト・金具類まであり
ますが、那須電機鉄工株式会社では、それらす
べてを製造・供給しています。

環境との調和
　近年、都市部で導入が進んでいる共同溝や送
電設備の地中埋設化は、メンテナンス性の高さ
の他に景観上の理由によるものがあり、その様
な新たな送電設備の設計開発も重要な仕事にな
っています。さらに景観への配慮は、都市部だけ
でなく、郊外や山間部の送電鉄塔にも拡大され
つつあります。このような背景から、自然環境に
とけ込む色や形に配慮した、環境調和型鉄塔が
開発されています。環境調和型の設計思想は、
携帯電話基地局の鉄塔にも生かされています。

ハイブリッド発電装置
　環境調和をさらに一歩前進させたのが、同社
のエコエネルギー製品の、ハイブリッド発電装置
です。これは、小型の風力発電と太陽光発電パ
ネルをハイブリッド化したもので、小型のため、
公園や学校、住宅地などに設置しても周囲の環
境にとけ込みやすい特徴があります。
　自社開発の小型風力発電機は、都市部の比較
的微弱な風でも発電できる設計であったり、丸み

エコエネルギーの普及を目指して
－ 高圧送電鉄塔のトップブランドが取り組む環境調和 －

を帯びた軟らかなデザインが、そのまま周辺環
境にとけ込むなど、環境調和型鉄塔のノウハウ
が継承されたものづくりが行われています。
　温室効果ガスの削減問題が話題に上る中、各
地に大型の風力発電機が設置されましたが、大
型ゆえに風車の風切り音や、回転翼が作る影の
ちらつきなどが、周辺環境を破壊してしまってい
るケースとは対照的です。

エコエネルギーの将来を見据えて
　鉄鋼材料を駆使したものづくりに取り組んで
きた那須電機鉄工株式会社が、さらに「鉄を生
かしたものづくり」に取り組んだのが、平成15・
16年度に行った「高性能水素吸蔵合金およびそ
の製造装置の開発」でした。那須電機鉄工株式
会社、東海大学、日本産業技術振興協会と東京
都立産業技術研究所（当時）、の共同研究で、こ
のテーマは今日も継続して研究開発を進めてお
ります。今後の成果にご期待ください。
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図　西が丘本部正面玄関前モニュメントの両側に設置された
ハイブリッド発電装置。夜間照明に利用しています。
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